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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月8日(2021.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織部位を治療するように構成されたドレッシングアセンブリにおいて、
　前記組織部位に減圧を分配するように構成されたマニホールドであって、第１の側面と
、前記第１の側面と反対側の第２の側面と、前記第１の側面と前記第２の側面との間の厚
さとを備え、前記第２の側面が前記組織部位に面するように構成されるマニホールドと、
　前記第１の側面から、前記マニホールドの前記厚さ内に、前記第２の側面に向かって延
びる第１の収縮ゾーンであって、第１の量だけ収縮するように構成される第１の収縮ゾー
ンと、
　前記第１の収縮ゾーンから、前記マニホールドの前記厚さ内に、前記第２の側面に向か
って延びる第２の収縮ゾーンであって、前記マニホールドに減圧が加えられたときに前記
第１の量よりも大きな第２の量だけ収縮するように構成された第２の収縮ゾーンと
を備えることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項２】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドの前記第２の側
面と前記組織部位との間に位置決めされるように構成されたインターフェース層を更に備
えることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項３】
　請求項２に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記インターフェース層が、織布
材料、不織布材料、ポリエステル製編地材料、および有窓フィルムからなる群から選択さ
れることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項４】
　請求項２に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記インターフェース層が抗菌材
料を含むことを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項５】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドを覆い、前記組
織部位に対する密封空間を作り出すように構成された密封部材を更に備えることを特徴と
するドレッシングアセンブリ。
【請求項６】
　請求項５に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記密封部材が液不透過性フィル



(2) JP 2020-506015 A5 2021.3.18

ムを含むことを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項７】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第２の収縮ゾーンの少なくと
も一部分が前記マニホールドの前記第２の側面に位置決めされることを特徴とするドレッ
シングアセンブリ。
【請求項８】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第２の収縮ゾーンが、前記第
１の収縮ゾーンと前記組織部位との間に位置決めされるように構成されることを特徴とす
るドレッシングアセンブリ。
【請求項９】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第１の収縮ゾーンおよび前記
第２の収縮ゾーンが各々、異なる機械的特性を有するように構成された前記マニホールド
の一部分を含むことを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項１０】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第１の収縮ゾーンおよび前記
第２の収縮ゾーンが等量の前記減圧にさらされたときに、前記第１の収縮ゾーンが前記第
１の量だけ収縮するように構成され、かつ前記第２の収縮ゾーンが前記第２の量だけ収縮
するように構成されることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項１１】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第１の収縮ゾーンおよび前記
第２の収縮ゾーンが、前記マニホールドの幅にわたって延びることを特徴とするドレッシ
ングアセンブリ。
【請求項１２】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、機械力または電荷に応答して、前
記第１の収縮ゾーンが前記第１の量だけ収縮するように構成され、かつ前記第２の収縮ゾ
ーンが前記第２の量だけ収縮するように構成されることを特徴とするドレッシングアセン
ブリ。
【請求項１３】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドが発泡体を含む
ことを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項１４】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドが単一層を備え
ることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項１５】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第１の収縮ゾーンが前記マニ
ホールドの第１の層を含み、かつ前記第２の収縮ゾーンが前記マニホールドの第２の層を
含むことを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項１６】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第１の収縮ゾーンが前記第２
の収縮ゾーンよりも大きな剛性を有することを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項１７】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第２の収縮ゾーンが前記第１
の収縮ゾーンの深さよりも大きな深さまで前記マニホールドの前記厚さ内に延びることを
特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項１８】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第１の収縮ゾーンおよび前記
第２の収縮ゾーンが発泡体を含み、かつ前記第２の収縮ゾーンにおける前記発泡体の多孔
率が前記第１の収縮ゾーンにおける前記発泡体の多孔率よりも大きいことを特徴とするド
レッシングアセンブリ。
【請求項１９】
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　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドの前記厚さに実
質的に垂直な方向に、前記第１の収縮ゾーンが前記第１の量だけ収縮するように構成され
、かつ前記第２の収縮ゾーンが前記第２の量だけ収縮するように構成されることを特徴と
するドレッシングアセンブリ。
【請求項２０】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記組織部位に対して横方向に、
前記第１の収縮ゾーンが前記第１の量だけ収縮するように構成され、かつ前記第２の収縮
ゾーンが前記第２の量だけ収縮するように構成されることを特徴とするドレッシングアセ
ンブリ。
【請求項２１】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記第１の収縮ゾーンの前記第１
の収縮量および前記第２の収縮ゾーンの前記第２の収縮量が、前記マニホールドの前記厚
さに実質的に垂直な方向に前記マニホールドの寸法を低減することを特徴とするドレッシ
ングアセンブリ。
【請求項２２】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドの前記第２の側
面は、前記第１の収縮ゾーンが前記第１の量だけ収縮し、かつ前記第２の収縮ゾーンが前
記第２の量だけ収縮したときに前記組織部位に面するように構成された凹形状を形成する
ように構成されることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項２３】
　請求項１に記載のドレッシングアセンブリを備える、組織部位を治療するための治療シ
ステムにおいて、
　前記マニホールドの前記第２の側面と前記組織部位との間に位置決めされるように構成
されたインターフェース層と、
　前記マニホールドを覆い、前記組織部位に対する密封空間を作り出すように構成された
密封部材と、
　前記密封空間と流体連通して結合され、前記密封空間に前記減圧をもたらすように構成
された減圧源と
を更に備え、
　前記減圧が前記マニホールドに対する圧縮力を生成する
ことを特徴とする治療システム。
【請求項２４】
　組織部位を治療するための治療システムにおいて、
　第１の側面と第２の側面とを備えるドレッシングボルスタであって、前記第２の側面が
前記組織部位に面するように構成され、前記ドレッシングボルスタが減圧にさらされたと
きに前記組織部位に対して横方向に第１の量だけ収縮するように構成されたドレッシング
ボルスタと、
　第１の側面と第２の側面とを備える快適層であって、前記快適層の前記第１の側面が前
記ドレッシングボルスタの前記第２の側面上に位置決めされ、前記快適層が、前記減圧に
さらされたときに前記組織部位に対して横方向に第２の量だけ収縮するように構成され、
前記第２の量が前記第１の量よりも大きい快適層と、
　前記ドレッシングボルスタを覆い、前記組織部位に対する密封空間を作り出すように構
成された密封部材と
を備えることを特徴とする治療システム。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記ドレッシングボルスタが発泡体を含む
ことを特徴とする治療システム。
【請求項２６】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記快適層が、織布材料、不織布材料、ポ
リエステル製編地材料、および有窓フィルムからなる群から選択されることを特徴とする
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治療システム。
【請求項２７】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記密封部材が、前記密封空間に前記減圧
をもたらすための減圧源と流体連通して結合されるように構成された液不透過性フィルム
を含むことを特徴とする治療システム。
【請求項２８】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記快適層の前記第２の側面の少なくとも
一部分が、前記組織部位に直接接触するように構成されることを特徴とする治療システム
。
【請求項２９】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記快適層の前記第２の側面上に位置決め
されたインターフェースシールを更に備え、前記インターフェースシールが親水コロイド
を含むことを特徴とする治療システム。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の治療システムにおいて、前記快適層の前記第２の側面の一部分が前
記インターフェースシールを有さないことを特徴とする治療システム。
【請求項３１】
　請求項２９に記載の治療システムにおいて、前記快適層が、前記ドレッシングボルスタ
の周縁部と実質的に整合された周縁部を有し、前記ドレッシングボルスタの前記周縁部が
前記ドレッシングボルスタの外側境界を画定し、かつ前記インターフェースシールが前記
ドレッシングボルスタの前記周縁部に位置決めされることを特徴とする治療システム。
【請求項３２】
　請求項３１に記載の治療システムにおいて、前記インターフェースシールの一部分が、
前記ドレッシングボルスタの前記周縁部を越えて延びることを特徴とする治療システム。
【請求項３３】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記ドレッシングボルスタが、前記ドレッ
シングボルスタの厚さに実質的に垂直な方向に前記第１の量だけ収縮するように構成され
、かつ前記快適層が、前記快適層の厚さに実質的に垂直な方向に前記第２の量だけ収縮す
るように構成されることを特徴とする治療システム。
【請求項３４】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記ドレッシングボルスタの前記第１の収
縮量および前記快適層の前記第２の収縮量が、前記ドレッシングボルスタおよび前記快適
層の厚さに実質的に垂直な方向に前記ドレッシングボルスタおよび前記快適層の寸法を低
減することを特徴とする治療システム。
【請求項３５】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記快適層の前記第２の側面は、前記ドレ
ッシングボルスタが第１の量だけ収縮しかつ前記快適層が前記第２の量だけ収縮したとき
に凹形状を形成するように構成されることを特徴とする治療システム。
【請求項３６】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記ドレッシングボルスタが、前記組織部
位に減圧を分配するように構成されることを特徴とする治療システム。
【請求項３７】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記快適層が、前記ドレッシングボルスタ
に結合されない少なくとも１つの縁部を備えることを特徴とする治療システム。
【請求項３８】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記快適層が前記ドレッシングボルスタに
結合されないことを特徴とする治療システム。
【請求項３９】
　請求項２４に記載の治療システムにおいて、前記快適層の少なくとも一部分が、前記ド
レッシングボルスタから独立して移動可能であることを特徴とする治療システム。
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【請求項４０】
　組織部位を治療するように構成されたドレッシングアセンブリにおいて、
　収縮し、前記組織部位に減圧を分配するように構成された多孔質材料を備えるマニホー
ルドであって、第１の側面と、前記第１の側面と反対側の第２の側面と、前記第１の側面
と前記第２の側面との間の厚さとを更に備え、前記第２の側面が前記組織部位に面するよ
うに構成されるマニホールドと、
　前記マニホールドの前記第１の側面に結合され、かつ前記マニホールドが前記減圧にさ
らされたときに前記マニホールドの前記第２の側面が前記第１の側面よりも大きな量だけ
収縮するように構成されるように前記マニホールドの前記第１の側面を支持するように構
成された補強部材と
を備えることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項４１】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドの前記第２の
側面と前記組織部位との間に位置決めされるように構成されたインターフェース層を更に
備えることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項４２】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドを覆い、前記
組織部位に対する密封空間を作り出すように構成された密封部材を更に備えることを特徴
とするドレッシングアセンブリ。
【請求項４３】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドの少なくとも
一部分が、前記補強部材と前記組織部位との間に位置決めされるように構成されることを
特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項４４】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が、前記マニホー
ルドの前記第２の側面と比較して前記マニホールドの前記第１の側面における収縮量を低
減するように構成されることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項４５】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が、前記マニホー
ルドの前記第１の側面における収縮を妨げるように構成されることを特徴とするドレッシ
ングアセンブリ。
【請求項４６】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が前記マニホール
ドの剛性よりも大きな剛性を備えることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項４７】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が前記マニホール
ドの前記第１の側面の少なくとも一部分を覆うように位置決めされることを特徴とするド
レッシングアセンブリ。
【請求項４８】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が前記マニホール
ドの前記第１の側面にわたって位置決めされることを特徴とするドレッシングアセンブリ
。
【請求項４９】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が前記マニホール
ドの前記第１の側面の周縁部に位置決めされることを特徴とするドレッシングアセンブリ
。
【請求項５０】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドが発泡体を含
むことを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項５１】
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　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドの前記第１の
側面および前記第２の側面は、前記マニホールドが前記減圧にさらされたときに前記マニ
ホールドの前記厚さに実質的に垂直な方向に大きさが低減するように構成され、かつ前記
マニホールドの前記第２の側面は前記マニホールドの前記第１の側面よりも大きさが低減
するように構成されることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項５２】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドの前記第１の
側面および前記第２の側面は前記組織部位に対して横方向に大きさが低減するように構成
され、かつ前記マニホールドの前記第２の側面は前記マニホールドの前記第１の側面より
も大きさが低減するように構成されることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項５３】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドは前記減圧に
さらされたときに大きさが低減することを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項５４】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドが、可撓性で
あるとともに、前記マニホールドが前記減圧にさらされたときに大きさが低減するように
構成された複数の相互接続された細孔を含むことを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項５５】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドが、可撓性で
あるとともに、前記マニホールドが前記減圧にさらされたときに大きさが低減するように
構成される前記マニホールドの前記第１の側面および前記第２の側面に近接する複数の相
互接続された細孔を含み、かつ前記マニホールドの前記第２の側面に近接する前記複数の
相互接続された細孔は、前記マニホールドの前記第１の側面に近接する前記複数の相互接
続された細孔よりも大きさが低減することを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項５６】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドが、可撓性で
あるとともに、前記マニホールドが前記減圧にさらされたときに大きさが低減するように
構成される前記マニホールドの前記第１の側面および前記第２の側面に近接する複数の相
互接続された細孔を含み、かつ前記補強部材は、前記第２の側面に近接する前記相互接続
された細孔が前記第１の側面に近接する前記相互接続された細孔よりも大きさが低減する
ように、前記第１の側面に近接する前記相互接続された細孔を支持することを特徴とする
ドレッシングアセンブリ。
【請求項５７】
　請求項５６に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が、前記マニホー
ルドの前記第１の側面に近接する前記相互接続された細孔の少なくとも一部分を塞ぐこと
を特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項５８】
　請求項５６に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が、前記マニホー
ルドの前記第１の側面に近接する前記相互接続された細孔の少なくとも一部分の変形を実
質的に妨げることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項５９】
　請求項５６に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が、前記マニホー
ルドの前記第１の側面に近接する前記相互接続された細孔の少なくとも一部分の大きさの
変化を実質的に妨げることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項６０】
　請求項４０に記載のドレッシングアセンブリを備える、組織部位を治療するための治療
システムにおいて、
　前記マニホールドの前記第２の側面と前記組織部位との間に位置決めされるように構成
されたインターフェース層と、
　前記マニホールドを覆い、前記組織部位に対する密封空間を作り出すように構成された
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密封部材と、
　前記密封空間と流体連通して結合され、前記密封空間に前記減圧をもたらすように構成
された減圧源と
を更に備えることを特徴とする治療システム。
【請求項６１】
　組織部位を治療するように構成されたドレッシングアセンブリにおいて、
　発泡体を含むとともに、収縮し、前記組織部位に減圧を分配するように構成されたマニ
ホールドであって、第１の側面と、前記第１の側面と反対側の第２の側面と、前記第１の
側面と前記第２の側面との間の厚さとを更に備え、前記第２の側面が前記組織部位に面す
るように構成されるマニホールドと、
　前記マニホールドが前記減圧にさらされたときに前記マニホールドの前記第２の側面が
前記第１の側面よりも大きな量だけ収縮するように構成されるように前記マニホールドを
支持するように構成された補強部材と
を備えることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項６２】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が、可撓性である
とともに、前記マニホールドの前記第２の側面と比較して前記マニホールドの前記第１の
側面における収縮量を低減するように構成されることを特徴とするドレッシングアセンブ
リ。
【請求項６３】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が、前記マニホー
ルドの前記第１の側面における収縮を妨げるように構成されることを特徴とするドレッシ
ングアセンブリ。
【請求項６４】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が前記マニホール
ドの剛性よりも大きな剛性を備えることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項６５】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が前記マニホール
ドの前記第１の側面の少なくとも一部分を覆うように位置決めされることを特徴とするド
レッシングアセンブリ。
【請求項６６】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が前記マニホール
ドの前記第１の側面にわたって位置決めされることを特徴とするドレッシングアセンブリ
。
【請求項６７】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が前記マニホール
ドの前記第１の側面の周縁部に位置決めされることを特徴とするドレッシングアセンブリ
。
【請求項６８】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が前記マニホール
ドの少なくとも一部分に組み込まれることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項６９】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドの前記第１の
側面および前記第２の側面は、前記マニホールドが前記減圧にさらされたときに前記マニ
ホールドの前記厚さに実質的に垂直な方向に大きさが低減するように構成され、かつ前記
マニホールドの前記第２の側面は前記マニホールドの前記第１の側面よりも大きさが低減
するように構成されることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項７０】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドが、可撓性で
あるとともに、前記マニホールドが前記減圧にさらされたときに大きさが低減するように
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構成される前記マニホールドの前記第１の側面および前記第２の側面に近接する複数の相
互接続された細孔を含み、かつ前記マニホールドの前記第２の側面に近接する前記複数の
相互接続された細孔は、前記マニホールドの前記第１の側面に近接する前記複数の相互接
続された細孔よりも大きさが低減することを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項７１】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記マニホールドが、可撓性で
あるとともに、前記マニホールドが前記減圧にさらされたときに大きさが低減するように
構成される前記マニホールドの前記第１の側面および前記第２の側面に近接する複数の相
互接続された細孔を含み、かつ前記補強部材は、前記第２の側面に近接する前記相互接続
された細孔が前記第１の側面に近接する前記相互接続された細孔よりも大きさが低減する
ように、前記第１の側面に近接する前記相互接続された細孔を支持することを特徴とする
ドレッシングアセンブリ。
【請求項７２】
　請求項７１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が、前記マニホー
ルドの前記第１の側面に近接する前記相互接続された細孔の少なくとも一部分を塞ぐこと
を特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項７３】
　請求項７１に記載のドレッシングアセンブリにおいて、前記補強部材が、前記マニホー
ルドの前記第１の側面に近接する前記相互接続された細孔の少なくとも一部分の大きさの
変化を実質的に妨げることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項７４】
　請求項６１に記載のドレッシングアセンブリを備える、組織部位を治療するための治療
システムにおいて、
　前記マニホールドの前記第２の側面と前記組織部位との間に位置決めされるように構成
されたインターフェース層と、
　前記マニホールドを覆い、前記組織部位に対する密封空間を作り出すように構成された
密封部材と、
　前記密封空間と流体連通して結合され、前記密封空間に減圧をもたらすように構成され
た減圧源と
を更に備えることを特徴とする治療システム。
【請求項７５】
　組織部位を治療するように構成されたドレッシングアセンブリにおいて、
　収縮し、前記組織部位に減圧を分配するように構成されたマニホールドであって、第１
の側面と、前記第１の側面と反対側の第２の側面とを更に備え、前記第２の側面が前記組
織部位に面するように構成されるマニホールドと、
　前記マニホールドが前記減圧にさらされたときに前記マニホールドの前記第２の側面が
前記第１の側面よりも大きな量だけ収縮するように構成されるように前記マニホールドを
支持するように構成された補強部材と
を備えることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
【請求項７６】
　組織部位に減圧を分配するように構成されたマニホールドにおいて、前記マニホールド
が、第１の量だけ収縮するように構成された第１の側面と、前記第１の側面と反対側の第
２の側面とを備え、前記第２の側面が、前記減圧にさらされたときに前記第１の量よりも
大きな第２の量だけ収縮するように構成されることを特徴とするマニホールド。
【請求項７７】
　組織部位を治療するように構成されたドレッシングアセンブリにおいて、
　マニホールドであって、前記マニホールドの第１の側面および第２の側面に近接する複
数の相互接続された細孔を含む可撓性発泡体を含み、前記第１の側面が、前記第２の側面
と反対側に位置決めされるとともに、前記マニホールドの厚さによって前記第２の側面か
ら離隔され、前記第２の側面が前記組織部位に面するように構成されるマニホールドと
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　前記マニホールドが減圧にさらされたときに前記マニホールドの前記第２の側面に近接
する前記相互接続された細孔が前記マニホールドの前記第１の側面に近接する前記相互接
続された細孔よりも大きさが低減するように、前記マニホールドを支持するように構成さ
れた補強部材と
を備えることを特徴とするドレッシングアセンブリ。
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